
6 月 10 日に試験貝の殻長、殻幅、殻高および殻付き湿重量を測定してから、アンスラ

サイトを深さ 10 cm まで敷いたプラスチック製の試験容器（内径 39 × 32 × 19 cm）に 8
～9 個体収容し（図 2-2-21）、横須賀市新安浦港内の水深 2 m および 4 m にぞれぞれ 2 容

器ずつ垂下した。貝の殻長と重量はそれぞれ 60～62 mm、43～62 g であった。割れ貝は

使わず健全な貝だけを試験に用いた。 
試験開始後に貝のへい死が発生することを想定し、予備の貝を確保するため貝肉重量

は測定しなかった。容器内の貝密度は、本県普及担当による先行試験で 1 個体 / 100 cm2

以上が良いとされており、今回は余裕を持たせて初期の密度を 0.7～0.6 個体 / 100 cm2と

した。 
    試験容器の付着物の除去および死貝の除去を夏季は毎月 2 回、他は月 1 回行った。ト

リガイの殻長、殻幅および殻高の測定を 2 か月に 1 回行った。 
 8 月 6 日に確認したところ、試験容器内にトリガイの稚貝が多数見られた。8 月 19 日

に調べたところ殻長 16～40 mm（平均 32 mm）の稚貝が 21 個体あった（図 2-2-22）。そ

の後稚貝は成長したので、10 月 19 日から別容器に移し水深 2 m で試験を継続した。 

   
図 2-2-20. 当所の海水かけ流し水槽で飼育中の小型のトリガイ（左）と給餌の状況（右） 

    
図 2-2-21. 養殖試験に用いた容器（左）と試験開始時のトリガイの状況（右） 
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図 2-2-22. 試験容器内に着生したトリガイの稚貝（2021年 8月 19日） 

 
（３）結果および考察 
１）水質調査 

 今年度は垂下養殖試験場所（新安浦港）の水質について検討した。 
① 水温 
調査期間中の水温を図 2-2-23 に示した。最高は令和 3 年 8 月 6 日の 2 m 深の 28.3℃、最

低は令和 4 年 1 月 18 日の 2 m 深の 11.0℃であった。鉛直的な変化は、養殖試験を行った 2 
m 深と 4 m 深および底層の 6 m 深前後まで周年小さかった。 
トリガイは高水温に弱く 25～27℃でへい死が増加する（野上ら 1981）。 また西川ら（2015）

によれば本種の垂下養殖で水温が 25℃を越えたのは 7～8 月であり、生残率は 8～10 月に

かけて大きく低下した。我々が試験を行った新安浦港内で、水温が 25℃を上回ったのは 7
月下旬から 8 月下旬までの約 1 か月間であり、最高水温は 28.3℃に達した。新安浦港での

トリガイ養殖は、高水温の影響を強く受けることに注意する必要がある。 
高水温によるへい死を低減するためには、より水温の低い底層まで容器の垂下水深を下

げることが考えられる。しかし新安浦港で最高水温を記録した 8 月 6 日の層別水温は、4 
m 深が 28.1℃、6 m 深が 27.9℃であり、2 m 深と最大 0.4℃しか差がなかった。このため

2021 年の夏季を例とした場合、垂下水深を下げても高水温の影響を緩和する効果は小さい

と考えられる。 
 

② 塩分 
 調査期間中の塩分を図 2-2-24 に示した。梅雨時に低下した以外は、2 m 深から底層の 6 
m 深まで概ね 29～33 の範囲であった。容器を垂下した 2 m 深と 4 m 深の差は小さく、塩

分の最も低下した 7 月 2 日を除き最大 0.5 程度であった。トリガイは低塩分に強く、通常

の塩分の 66％程度でも生存に大きな影響がないとされており（谷本ら 2015）、我々が新安

浦港で測定した塩分の範囲は、トリガイにとって好適であったと考えられる。 
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③ クロロフィル-a 量 
   調査期間中のクロロフィル-a量を図 2-2-25に示した。春季と梅雨に 15～33 μg / lと高く、

これらを除くと 5 月から 10 月にかけて概ね 5～10 μg / l であった。11 月以降 0.33～3 μg / l 
程度と低下し、深度別では 2 m で低かった。 
トリガイ養殖とクロロフィル-a 量との関係について、能登トリガイのブランドで知られ

る石川県の七尾湾では、概ね 2～3 μg / l であった（大慶 2017）。また兵庫県の日本海側に

位置する漁港内で、夏季には 2 μg / l 以上あったが秋季以降低下し、冬季は 0.5μg / l 以下と

なって試験貝の成長が停滞しへい死が増加した（西川ら 2015）。これらの事例と比べて新

安浦港のクロロフィル-a 濃度は、春から秋にかけて高い傾向が見られた。一方冬季の 2 m
深で 0.33 μg / l と低かったことから、冬季にはトリガイの餌料が不足する可能性があると

考えられた。 
 

④ 溶存酸素量 
   調査期間中の溶存酸素量を図 2-2-26 に示した。溶存酸素量が最も低くかった 8 月 19 日

の 6 m 深でも 4.5 mg / l あり、貧酸素化（< 2.5 mg / l）は見られなかった。野上ら（1981）
によると平均殻長 63～85 mm のトリガイは、水温 20℃の場合溶存酸素量 2 ml / l（＝2.86 
mg / l）以上では行動に異常が見られないと報告している。我々が観測した範囲では、トリ

ガイに貧酸素の影響はなかったと考えられる。 
 

⑤ 水質のまとめ 
   試験期間中の新安浦港の水質について、トリガイの養殖場所としては夏季の高水温

（25℃ <）と、冬季の低クロロフィル‐a量に注意する必要があり、塩分と溶存酸素量は好

適であったと考えられる。 
 
 

 

図 2-2-23. 水温の深度別変化（2021年 4月から 2022年 1月） 
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図 2-2-24. 塩分の深度別変化（2021年 4月から 2022年 1月） 

 

 
図 2-2-25. クロロフィル-a量の深度別変化（2021年 4月から 2022年 1月） 

 

 

図 2-2-26. 溶存酸素量の深度別変化（2021年 4月から 2022年 1月） 
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２）垂下養殖試験 

①輸送方法の検討 
ア）宅配便による輸送 

5 月 7 日午前 9 時過ぎに宅配便が当所へ到着した。開殻して動かない個体を死貝と判

別して取り除き、これ以外を生貝として海水かけ流し水槽へ収容したところ、翌々日ま

でに約 9 割がへい死した。食用に準じた活トリガイの出荷方法では貝に与える負担が高

いためか、養殖用種貝の輸送はできなかった。生き残った貝は、その後の垂下養殖試験

に使用しなかった。 
 
イ）水槽を用いた輸送 

5 月 21 日におよそ 2 時間かけて木更津市の金田漁港から三浦市の当所まで、水槽を用

いて曝気しながら輸送した。6 月 10 日の垂下養殖試験開始までの期間に、へい死した個

体は割れ貝を除いて無かった。トリガイの輸送には本方式が適していると考えられた。

将来的に本県の漁業者が、養殖用のトリガイ種貝を千葉県から入手する際には、漁船の

活魚槽に貝を収容し輸送する方法が考えられる。 
 

  ②垂下養殖試験 
   ア）トリガイの生残率 
    トリガイの生残率を図 2-2-27 に示した。生残率は試験区 2 m①で 88％と最も高く、へ

い死は１個体のみであった。次いで 2 m②で高かったが、試験開始当初から 8 月 19 日に

かけてへい死が続き、期間を通じた生残率は 33％であった。 
試験区 4 m①は生残率 13％と低かった。実験開始当初と夏季及び 10～11 月を中心に

へい死が見られた。4 m②について 7 月 23 日まで生残率は 88％と高かった。しかし 8 月

6 日に確認したところロープが断裂し容器が見あたらなかった。残ったロープには釣り

糸が絡まっており、釣り人により切断され容器は海底に落下したと考えられる。 
新たな試験区とした 2 m 稚貝区の生残率は高く、10 月 19 日から令和 4 年 2 月 7 日に

かけて 81％であった。なお稚貝の由来については、外部からの浮遊幼生の来遊と、容器

内での再生産の 2 つの可能性がある。来年度、トリガイを収容しない試験区を設け確認

したい。 
 トリガイの養殖下での生残率について、日本海側では京都府が 8 月から翌 7 月にかけ

て 73％であった（西広 1997）。また兵庫県では 5 月から翌 5 月にかけて 45％であり、飼

育開始直後と 8～10 月に大きく低下した（西川ら 2015）。我々が得た結果と比較すると、

試験区 2 m①の生残率は、トリガイ養殖が産業として成立している京都府と比べても、

大きく変わらなかった。我々の試験では、高水温によるへい死のリスクが高い越夏を試

みていることを考慮すれば、2 m①の生残率 88％は高いと言える。 
 我々の試験で容器ごとの生残率が大きく異なる理由は不明である。水質について 2 m
深と 4 m 深で明らかな違いは見あたらない。香川ら（2020）は、割れ貝を種貝に用いる

とへい死率が急激に上がるとしているが、我々は割れ貝を用いていない。トリガイは産

卵・放精した後にへい死が多くなる（岩尾ら 1993）。このことでは我々の試験のばらつ
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きの大きさを説明できないが、へい死の一因とは考えられる。次年度も複数の水深に試

験区を設け、再検証したい。 
我々の試験でのトリガイのへい死は、夏季には高水温が考えられ、冬季にはクロロフ

ィル-a の低下による餌不足の可能性がある。養殖水深をクロロフィル-a 濃度が相対的に

高い 4 m 深まで下げることで生残率の高まる可能性があり、次年度に検討したい。 
 

 
図 2-2-27. トリガイの生残率 

（上図：試験区 2 m①、②および 4 m①、②、下図：試験区 2 m稚貝） 

    
イ）トリガイの成長率 
トリガイの成長率を図 2-2-28 に示した。試験区の 2 m①と②では同様の成長を示し、

6 月の平均殻長約 60 ㎜が、8 月に 70 ㎜を越え 12 月に 76～77 ㎜となった。その後 2 月

まで成長は停滞した。2 m 稚貝区は８月に平均 32 mm、10 月 19 日に 52 mm、12 月 16 日

に 63 mm となり、試験区 2 m①および②の当初の貝の平均殻長 60 mm を越えた。令和 4
年 2 月 7 日には 66 mm まで成長した。4 m①について 10 月以降殻長が小型化した理由
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は、大型個体がへい死し最も小型の貝 1 個体のみが生残したためであった。 
養殖適地とされる京都府（西広 1997）と香川県（香川ら 2020）の養殖トリガイの成長

率は、それぞれ 8 月から翌 7 月にかけて 30 mm から 85 mm と 9 月から翌 4 月にかけて

45 mm から 67 mm であった。我々の試験結果は、上記の成長率や前年度に本県が調査し

た東京湾の天然稚貝の殻長組成の変化（図 2-2-29）と比べて大きく変わらなかった。新

安浦港内のクロロフィル-a 濃度は冬季を除いて比較的高いことが、成長率が良好であっ

た理由のひとつと考えられる。 
 

 
図 2-2-28. トリガイの成長率 

（上図：試験区 2 m①、②、下図：4 m①、2 m稚貝） 

 

 
図 2-2-29. 東京湾のトリガイの殻長組成の経月変化 
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３）付着物の状況 

 付着物の状況の一例を図 2-2-30 に示した。これは付着物を除去してからわずか 10 日後の

状況である。夏から秋にかけてコケムシ類、管棲ゴカイ類、フジツボ類等が多数試験容器に

付着しただけでなく、トリガイが棲むアンスラサイトの上まで見られた。秋以降これらの付

着物は減少した一方、藻類の付着が多く見られた。 
容器内の通水とトリガイの生息空間の確保、試験容器の重量増加によるロープの切断防止

等のため、夏季は月 2 回、他は月 1 回程度付着物を除去することが望ましい。 
 

 
図 2-2-30. 付着物の状況の一例（2021年 7月 13日） 

 
４）まとめ 

新安浦港の水深 2 m にて垂下養殖したトリガイの成長は、養殖適地とされる京都府や香川

県から報告された値や、東京湾の天然トリガイの成長速度と大きく変わらなかった。 
試験貝のへい死は、試験開始直後と夏季に多く冬季にも発生した。夏季のへい死の原因と

して高水温（2021 年の最高値は 28℃）が考えられる。冬季はクロロフィル濃度の低下による

餌不足の可能性がある。 
生残率と成長率の深度別（2 m と 4 m）比較から、新安浦港を養殖場とする場合 2 m 深が

適している可能性が高いが、冬季の餌不足を軽減するため一時的に 4 m 深まで垂下深度を下

げることも検討したい。 
新安浦港の溶存酸素濃度について、夏季の底層でも 4 mg / l 以上と高く貧酸素化による試

験貝への影響は見あたらない（前年度の実験では、稚貝に致命的な溶存酸素濃度は 1 mg / l 程
度）。 
付着物の除去について、夏は月２回、他は月１回以上が望ましい。 
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令和３年度漁場環境改善推進事業のうち 

栄養塩、赤潮・貧酸素水塊に対する被害軽減技術等の開発 

（３）貧酸素水塊の予察技術、被害軽減手法の開発 第１回検討会 

 

 

 

日 時： 令和３年５月２５日（火） １３：００～１５：３０ 

場 所： オンライン会議 

 

 

議事次第 

 

１．開会 

２．挨拶 

３．資料の確認など 

４．各課題の本年度の実施計画について 

１）貧酸素水塊の発生シナリオの構築と予察技術の開発 

ア．有明海における貧酸素水塊のモニタリングと消長シナリオの構築 

イ．貧酸素水塊に関するデータの提供及び利活用の促進  

２）貧酸素水塊による被害軽減技術の開発 

ア．有明海及び周辺海域で発生する貧酸素水塊の被害軽減技術の開発  

イ．東京湾で発生する貧酸素水塊の被害軽減技術の開発  

①干潟浅海域を生育場とする有用魚介類の生活史に与える貧酸素水塊の影響解明と 

軽減策検討  

   ②浅海域の貧酸素化に対する水産有用種の生存技術の開発  

５．講評 

６．その他 

７．閉会  
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イ．東京湾で発生する貧酸素水塊の被害軽減技術の開発  
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